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期待されるアウトカム

アウトプット

取組（調査、観測、研究活動等）

人間活動による影響を含めた地球
環境変化の中長期的な将来予測

多様な手法を組合せた重点海域の高精度な観測

地球環境の保全、気候変動への対応

国際社会、国等における政策等への貢献

諸現象の理解

国内外の各種活動を通じた科学的知見の発信、エビデンスの提供

無人化、省力化、高精度化等に
向けた観測技術の開発

地球環境変化と人間活動
の相互影響に関する評価

観測データの収集・蓄積・分析、モデルの高度化

多様な手法：船舶、ブイ、フロート、
グライダー、ドローン、人工衛星等

重点海域：我が国沿岸域を含むア
ジア地域、北極域、北西部太平洋、
熱帯太平洋、インド洋等

諸現象：エルニーニョ現象、
インド洋ダイポールモード現象等

昇温、海洋酸性化、貧酸素化、生態系変動
等の地球環境変化の実態把握

観測網の整備

（１）

地球環境における熱、炭素、水等の収支や物質循環、生態系
変動等に関する新たな知見の創出
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海洋資源の産業利用の促進

産業界との海洋資源の利用促進のための連携、知見、情報、サンプルの提供

海洋生態系等が有する未知の有用機能の解明と知見の蓄積

物質移動・食物連鎖
マーカーの開発

極限環境や海洋生物
機能を応用したナノ科
学技術の開発

海洋の調査・観測、海水・試料の採取及び分析

有望海域（鉱床候補地）の
推定

有望資源の成因プロセスの
理解

海洋生態系の物
質・エネルギー循環

機能の把握

海底資源生成モデルの
構築

データ解析、数値モデル開発、
モデルの検証・高精度化

海底資源賦存域の調査、試料
採取・分析、探査基盤技術開発

（２）

海洋生物独自の機能
の解明

様々な環境に応じ
た海洋生物の生
存戦略の理解

開発された技術の
産業応用

期待されるアウトカム

アウトプット

取組（調査、観測、研究活動等）
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防災・減災への貢献

国、関係研究機関等へ情報提供

プレート固着の現状把握と
推移予測に資する
データと知見の蓄積

地震発生メカニズム
の理解に資する

データと知見の蓄積

火山活動の予測研究
に資するデータと知見

の蓄積

連続リアルタイム海底地殻
変動観測網の整備・高度化

高精度の海底地下構
造・地殻活動調査

海底堆積物・海底下
岩石試料採取・分析

海域火山観測
システムの開発

地震発生帯モデル
の高度化

既存データと新たなデータの統合・解析

プレート固着解析と推移
予測手法の高度化

火山活動、地球内部構造、
熱・物質循環機構の解析

地震発生帯の現状把握・長期評価、
および火山活動評価への貢献

（３） 期待されるアウトカム

アウトプット

取組（調査、観測、研究活動等）
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複雑に絡み合う海洋・地球・生命間の相互関連性を発見・解明

海洋・地球・生命に関する数値データ及び数値解析
手法の開発・格納（データサーバ整備・運用）

計算サーバ
整備・運用

大規模データを整理、統合、解析し、付
加価値情報を創生する数理科学的手法
の高度化（データ同化、AI等）

計算資源の
外部共用

国内外の外部機関との
情報連携

高性能なユーザインターフェース
の構築（4D可視化等）

政策的課題や社会的課題の解決への貢献

付加価値情報の国際社会、国、地方自治体、産業界等への提供

機構が取得・蓄積してきた情報
（水温、塩分、流向・流速、pH、クロロフィル、海底地形、海底下構造、岩石サンプル、
掘削コアサンプル、海洋生物サンプル・ゲノムデータ 等）

（４）

情報連携のためのデータ群及び数理解析手法群の整備

期待されるアウトカム

アウトプット

取組（調査、観測、研究活動等）
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大水深・大深
度掘削技術の

開発

海洋調査プラット
フォーム関連技
術の高度化

海洋調査プラット
フォームの整備・運
用、技能向上

多様な海洋環境に対応する探
査・調査能力の獲得

海洋調査プラット
フォームの安全かつ
効率的な運用の実現

新たな科学的・技術的な知的基盤の構築と利用拡大による
人類の知的資産の創造やイノベーション創出への貢献

自由な発想・新技術の
組合せによるボトム
アップ型の技術開発

柔軟かつ機動的な
体制構築による挑戦
的・独創的な科学研究

我が国独自の独創的な
技術基盤の創出

将来の研究・技術
シーズの創出

世界をリードする新たな学術領域の開拓、
産業利用の促進

課題(1)～(3)の研究開発成果の最大化による
国の海洋政策等への貢献

（５） 期待されるアウトカム

アウトプット

取組（調査、観測、研究活動等）

6


